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い
う
判
断
か
ら
で
あ
っ
た
。 

萩
藩
は
給
禄
帳
に
よ
っ
て
家
臣
団
を
管
理
・
掌
握
し
て
い
た
が
、
元

文
五
年
に
生
じ
た
同
氏
同
名
の
問
題
は
藩
の
管
理
が
不
十
分
で
あ
る
こ

と
を
露
呈
し
た
。
そ
の
後
、
家
臣
の
仮
名
の
届
け
出
、
そ
の
後
の
「
名

替
」
の
届
け
出
、
ま
た
嫡
子
出
生
後
の
届
け
出
、
嫡
孫
出
生
後
の
届
け

出
等
々
、
法
制
を
整
備
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
細
か
く
家
臣
団
を

掌
握
す
る
こ
と
を
狙
っ
た
よ
う
だ
。 

 

お
わ
り
に 

 

小
稿
で
は
、
萩
藩
家
臣
団
の
仮
名
（
通
称
）
・
実
名
（
諱
）
・
名
字
に

つ
い
て
若
干
の
考
察
を
試
み
た
。 

元
文
五
年
（
一
七
四
〇
）
、
家
臣
団
の
同
氏
同
名
の
問
題
が
生
じ
る
と
、

藩
は
紛
ら
わ
し
い
と
し
て
、
該
当
の
家
臣
へ
そ
の
仮
名
の
「
名
替
」
を
命

じ
て
同
氏
同
名
の
解
消
を
は
か
っ
た
。
仮
名
は
、
家
臣
の
家
ご
と
に
歴

史
・
由
緒
が
あ
り
、
ま
た
思
い
入
れ
も
あ
っ
て
、
場
合
に
よ
っ
て
は
係
争

に
発
展
す
る
可
能
性
も
あ
っ
た
。
藩
は
、
各
家
臣
の
禄
高
と
名
字
と
仮
名

を
記
し
た
給
禄
帳
で
家
臣
団
を
把
握
し
て
い
た
が
、
十
分
で
は
な
い
こ
と

が
判
明
し
た
た
め
、
家
臣
本
人
の
仮
名
だ
け
で
は
な
く
、
嫡
子
の
出
生
か

ら
そ
の
名
前
の
把
握
を
始
め
た
（
や
が
て
嫡
孫
も
）
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ

て
同
氏
同
名
の
問
題
の
発
生
を
未
然
に
防
ご
う
と
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

初
代
藩
主
秀
就
の
時
代
は
、
多
く
の
家
臣
の
実
名
（
諱
）
・
仮
名
（
通

称
）
は
、
拝
領
し
た
判
物
（
一
字
書
出
、
仮
名
書
出
等
）
に
よ
っ
て
お
り
、

藩
主
か
ら
名
前
を
拝
領
し
て
い
た
。
二
代
綱
広
以
降
は
、
判
物
発
給
は
限

定
的
と
な
り
、
一
字
（
偏
諱
）
を
拝
領
す
る
寄
組
以
上
を
除
い
て
、
主
君

か
ら
名
前
を
拝
領
す
る
こ
と
は
な
く
な
っ
た
。
こ
の
変
化
に
よ
っ
て
、
家

臣
は
仮
名
を
藩
へ
の
届
け
出
を
行
っ
た
後
、
「
名
替
」
も
た
び
た
び
行
う

者
も
い
た
よ
う
で
、
そ
の
こ
と
が
ま
た
混
乱
を
招
い
た
。
そ
の
た
め
、
猥

り
に
「
名
替
」
が
行
わ
れ
な
い
よ
う
基
準
を
示
し
た
。 

な
お
、
小
稿
で
は
、
藩
に
よ
る
家
臣
本
人
・
嫡
子
・
嫡
孫
の
仮
名
や
年

齢
の
把
握
に
関
す
る
法
制
に
つ
い
て
、
十
分
に
は
追
究
で
き
な
か
っ
た
。

今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
ま
た
藩
政
初
期
か
ら
の
制
度
的
変
遷
に
つ
い
て

明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。 

  

註 （
１
）
田
中
誠
二
『
萩
藩
財
政
史
の
研
究
』
塙
書
房
、
二
〇
一
三
年
。
同
書
一
八

五
頁
の
表
(6)
に
よ
れ
ば
、
元
文
期
の
家
臣
数
は
五
六
〇
〇
人
を
超
え
る
。
こ

の
う
ち
、
足
軽
・
中
間
ほ
か
「
凡
下
」
の
人
数
を
差
し
引
く
と
、
名
字
を
持

つ
家
臣
は
、
お
よ
そ
二
七
〇
〇
家
で
あ
る
。 
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（
２
）
毛
利
家
文
庫
52
給
禄
31
。
以
下
、
毛
利
家
文
庫
に
つ
い
て
は
、
文
庫
と
略

す
。 

（
３
）
文
庫
52
給
禄
107
「
分
限
帳
詮
儀
物
」
。 

（
４
）
当
館
が
保
存
す
る
萩
藩
の
給
禄
帳
の
大
部
分
は
写
で
あ
る
。
遠
近
方
が
現

用
し
た
「
御
根
帳
」
（
横
長
帳
）
は
、
文
政
十
年
（
一
八
二
七
）
以
降
の
も
の

が
計
一
一
冊
あ
る
。
家
臣
の
異
動
は
、
ま
ず
朱
筆
で
書
か
れ
、
さ
ら
に
異
動

が
あ
る
と
墨
筆
で
書
き
込
ま
れ
た
。
拙
稿
「
萩
藩
の
分
限
帳
・
無
給
帳
と
遠

近
方
」
（
『
山
口
県
文
書
館
研
究
紀
要
』
四
八
、
二
〇
二
一
年
）
参
照
。 

（
５
）
扶
持
方
成
と
は
、
家
臣
の
借
銀
が
嵩
ん
で
家
中
役
が
務
め
ら
れ
な
く
な
り
、

そ
の
知
行
を
藩
が
管
理
下
に
置
い
て
借
銀
返
済
を
行
う
制
度
で
あ
る
。
返
済

ま
で
当
人
に
は
扶
持
が
与
え
ら
れ
、
家
中
役
は
免
除
さ
れ
た
。 

（
６
）
元
服
の
際
に
発
給
さ
れ
る
加
冠
状
に
一
字
が
記
さ
れ
た
も
の
も
あ
る
。 

（
７
）
『
萩
藩
閥
閲
録
』
巻
一
～
四
（
『
遺
漏
』
を
除
く
）
に
収
録
さ
れ
た
毛
利
秀

就
の
判
物
は
、
そ
れ
ぞ
れ
延
べ
数
で
、
官
途
・
仮
名
・
受
領
書
出
一
一
一
一

通
、
加
冠
状
・
一
字
書
出
三
〇
六
通
、
安
堵
状
二
二
〇
通
あ
る
。
無
給
帳
登

載
の
家
臣
の
ほ
か
、
足
軽
、
町
人
、
庄
屋
な
ど
、
発
給
対
象
は
幅
広
い
。 

（
８
）
文
庫
23
譜
録
い
４ 

「
譜
録 

井
上
五
左
衛
門
忠
亮
家
」
（
寛
保
元
年
）
。 

（
９
）
文
庫
40
法
令
15
「
御
書
附 

延
宝
三
年
ヨ
リ 

地
方
諸
法
度 

全
」
。 

（
10
）
文
庫
16
叢
書
36
「
聞
書 

上
・
中
・
下
」
。
目
録
の
解
題
に
は
、
寄
組

国
司
広
孝
が
諸
士
や
諸
書
よ
り
の
見
聞
を
順
不
同
に
ま
と
め
た
も
の
、
と
あ

る
。 

（
11
）
「
閥
閲
録
」
巻
121
ノ
３ 

周
布
吉
兵
衛
（
『
萩
藩
閥
閲
録
』
巻
３
）
。 

（
12
）
「
閥
閲
録
」
巻
85 

新
山
十
郎
左
衛
門
（
『
萩
藩
閥
閲
録
』
巻
２
）
。 

（
13
）
「
閥
閲
録
」
巻
78 

三
浦
判
左
衛
門
（
『
萩
藩
閥
閲
録
』
巻
２
）
。 

（
14
）
文
庫
31
小
々
控
３
（
２
の
２
）
「
天
和
四
年 

諸
事
小
々
之
控
五
十
」
。 

（
15
）
文
庫
９
諸
省
51‐

１
「
諸
触
書
抜
壱
」
。 

（
16
）
文
庫
９
諸
省
51‐

５
「
諸
触
書
抜
五
」
。 

（
17
）
文
庫
９
諸
省52‐

５
「
触
書
抜
五
」。 

（
18
）
同
右
。 

 

文
政
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に
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る
多
賀
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八
五



文
政
期
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多
賀
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八
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文
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賀
社
文
庫
の
拡
充
と
管
理
　（
重
田
）

八
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八
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書
目000

3

は
完
全
な
統
合
版
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
書
目0004

収
載
書
籍
の
過
半
（
約
七
割
）
が

天
保
校
割
帳
に
収
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
書
目

0002

、
書
目0003

の
順
で
、
文
政
八
年
以
降
天
保
三
年
ま
で
の
早
い

段
階
に
作
成
さ
れ
た
こ
と
ま
で
は
確
か
で
あ
ろ
う
。 

残
る
書
目0004

の
作
成
時
期
だ
が
、
可
能
性
と
し
て
は
、
①
書
目

0003

作
成
後
に
作
成
さ
れ
た
、
②
文
政
八
年
（
も
し
く
は
近
い
時
期
）

に
書
き
始
め
ら
れ
、
書
目0003
作
成
後
も
書
き
加
え
ら
れ
続
け
た
、

の
二
つ
が
考
え
ら
れ
る
。
ど
ち
ら
が
穏
当
か
を
以
下
で
考
え
る
。 

ま
ず
、
書
目0002

・0003

に
収
載
さ
れ
た
書
籍
の
掲
載
位
置
に
注

目
し
た
い
。
書
目0004

の
「
目
録
」「
亀
卜
書
目
録
」
の
ど
ち
ら
の

項
目
で
も
、
書
目0002

・0003

収
載
書
籍
は
項
目
の
前
の
方
に
排
列

さ
れ
て
は
い
な
い
。
書
目

0003

へ
の
収
載
状
況
を
み
る
と
あ
る
程

度
は
ま
と
ま
っ
て
い
る
が
、
項
目
の
前
か
ら
三
分
の
一
ほ
ど
の
と
こ

ろ
で
固
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
入
手
順
に
書
い
た
と
す
る

の
は
難
し
い
。 

勿
論
、
書
目0002

・000
3

に
収
載
す
る
「
書
目
」
の
条
件
に
合
致

し
な
か
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、「
目
録
」
の
前
半
に

収
載
さ
れ
て
い
る
書
籍
は
ほ
ぼ
板
本
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
想
定

は
成
立
し
な
い
と
い
え
る
。 

そ
れ
と
い
う
の
も
、
先
に
紹
介
し
た
両
者
の
奥
書
に
は
「
其
外
抜

書
物
数
多
御
座
候
得
共
、
是
ハ
書
載
不
申
候
（
そ
の
他
抜
書
が
多
く

あ
る
が
、そ
れ
は
載
せ
な
か
っ
た
）」と
あ
る
。こ
れ
を
踏
ま
え
る
と
、

「
書
目
」か
ら
除
外
さ
れ
る
の
は
抜
書
、次
い
で
抜
書
に
近
い
写
本
、

板
本
購
入
後
の
写
本
で
あ
ろ
う
。
板
本
や
、
写
本
で
し
か
流
通
し
て

い
な
い
書
籍
（
表
中
「
板
」
欄
に
ア
ミ
ガ
ケ
で
表
示
）
に
つ
い
て
は
、

収
載
優
先
順
位
は
高
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
書
目

0002

・

0003

に
載
せ
な
い
と
は
考
え
に
く
い
の
で
あ
る
。 

ま
た
、
文
末
に
載
せ
た
書
目0004

の
画
像
を
み
る
と
、
書
式
は
ほ

ぼ
揃
っ
て
い
る
が
、
く
ず
し
方
や
墨
の
濃
さ
等
が
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
異

な
っ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
目
録
三
丁
目
裏
「
託
宣
抄
」
ま
で
、

四
丁
目
表
「
白
亀
出
現
記
」
ま
で
、
同
裏
「
石
定
御
書
附
」
ま
で
、

等
で
雰
囲
気
が
変
わ
り
、「
亀
卜
書
目
録
」
は
そ
れ
全
体
だ
け
別
の
書

き
ぶ
り
と
な
っ
て
い
る
。 

「
目
録
」
は
、「
託
宣
抄
」
を
過
ぎ
る
と
、
書
目0003

収
載
書
籍

が
見
ら
れ
な
く
な
る
。
こ
こ
で
く
ず
し
の
雰
囲
気
が
変
わ
っ
て
い
る

こ
と
は
、
こ
こ
ま
で
は
ま
と
め
て
作
成
し
た
こ
と
を
示
す
の
で
は
な

か
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、
書
目0003

作
成
後
の
あ
る
段
階
で
書
目0004

が
作
成
さ
れ
、
随
時
書
き
足
さ
れ
て
い
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

ま
た
、「
目
録
」
五
丁
目
表
の
中
ほ
ど
か
ら
裏
に
か
け
て
は
全
て
空

7 

 

白
と
な
っ
て
い
る
。
当
該
期
の
多
賀
社
の
目
録
に
お
い
て
、
全
体
を

ま
と
め
て
書
い
た
も
の
は
、
項
目
と
項
目
の
間
が
基
本
的
に
詰
ま
っ

て
い
る
の
で

（

13
）

、「
目
録
」
と
「
亀
卜
書
目
録
」
の
項
目
を
立
て
た

白
紙
の
冊
子
を
作
成
し
た
か
、
別
個
に
作
成
し
た
も
の
を
後
に
合
綴

す
る
か
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
但
し
、
紙
質
や
書
式
は
ほ
ぼ
同
じ
な
の

で
、
前
者
の
可
能
性
が
高
い
と
現
時
点
で
は
考
え
て
い
る
。 

以
上
か
ら
、「
多
賀
大
神
宮
御
文
庫
書
目
」
三
種
（
書
目

0002

・

0003

・0004

）
の
成
立
時
期
は
、
次
の
よ
う
に
整
理
で
き
る
。 

① 

文
政
八
年
以
後
の
早
い
時
期
に
書
目0002

が
完
成 

② 

①
の
数
年
後
に
書
目0003

が
完
成 

③ 

②
の
数
年
後
に
書
目0004

の
冊
子
を
作
成
、「
目
録
」
部

「
託
宣
抄
」
ま
で
記
入
（「
亀
卜
書
目
録
」
記
入
時
期
未
詳
、

あ
る
い
は
同
時
ヵ
） 

④ 

書
目0004

に
随
時
記
入 

 

二 

「
多
賀
大
神
宮
御
文
庫
書
目
」
三
種
の
性
格 

 

続
い
て
、
書
目0002

・0003

・0004

の
性
格
や
、
写
本
と
の
関
係

に
つ
い
て
考
え
た
い
。 

書
目

0002

・0003

収
載
書
籍
が
天
保
校
割
帳
に
記
載
さ
れ
て
い

る
こ
と
、
安
政
年
間
に
も
貸
し
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
以

前
言
及
し
た

（

14
）

。一
方
、両
者
は
成
立
年
代
に
差
が
あ
り
、書
目0002

の
情
報
は
新
し
さ
に
欠
け
る
こ
と
も
前
節
で
確
認
し
た
。
こ
れ
ら
の

目
録
は
い
つ
ま
で
有
効
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題
を
考
え

る
上
で
参
考
に
な
る
と
思
わ
れ
る
の
が
、
本
稿
で
便
宜
的
に
「
世
良

本
」
と
称
し
て
い
る
、
世
良
利
貞
に
よ
る
同
目
録
の
写
本
（
一
般
郷

土
史
料247

）
で
あ
る
。 

世
良
利
貞
（
孫
槌
、
一
八
一
六
‐
一
八
七
八
）
は
、
膳
部
方
の
家

に
生
ま
れ
、
国
学
者
と
し
て
も
知
ら
れ
た
人
物
で
、
維
新
後
は
教
部

省
を
経
て
長
門
一
宮
住
吉
神
社
の
宮
司
と
な
っ
た

（

15
）

。
少
な
く
と
も

天
保
十
二
年
か
ら
明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
ま
で
は
日
記
を
記
し
て

お
り
、
殆
ど
が
昭
和
の
抄
出
本
で
あ
る
が
残
っ
て
い
る

（

16
）

。 

世
良
本
は
識
語
に
「
右
多
賀
社
蔵
書
目
録
高
橋
城
之
助
ゟ
借
用
書

写
訖 

世
良
利
貞
」
と
あ
り
、
世
良
が
高
橋
城
之
助
＝
有
武
か
ら
借

用
、
書
写
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
現
時
点
で
世
良
の
日
記
中
に
関
連

し
た
記
事
は
見
つ
け
ら
れ
て
い
な
い
が
、
彼
の
活
動
が
確
認
さ
れ
る

天
保
末
年
か
ら
有
武
没
年
（
一
八
六
〇
＝
万
延
元
年
）
ま
で
の
ど
こ

か
の
時
点
で
書
写
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

収
載
書
籍
を
み
る
と
、
書
目

0002

と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
る
。【
表
１
】1

‐35

「
彦
山
権
現
霊
験
記
」
の
よ
う
に
排
列
順

文
政
期
に
お
け
る
多
賀
社
文
庫
の
拡
充
と
管
理
　（
重
田
）

九
〇
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書
目000

3

は
完
全
な
統
合
版
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
書
目0004

収
載
書
籍
の
過
半
（
約
七
割
）
が

天
保
校
割
帳
に
収
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
書
目

0002

、
書
目0003

の
順
で
、
文
政
八
年
以
降
天
保
三
年
ま
で
の
早
い

段
階
に
作
成
さ
れ
た
こ
と
ま
で
は
確
か
で
あ
ろ
う
。 

残
る
書
目0004

の
作
成
時
期
だ
が
、
可
能
性
と
し
て
は
、
①
書
目

0003

作
成
後
に
作
成
さ
れ
た
、
②
文
政
八
年
（
も
し
く
は
近
い
時
期
）

に
書
き
始
め
ら
れ
、
書
目0003

作
成
後
も
書
き
加
え
ら
れ
続
け
た
、

の
二
つ
が
考
え
ら
れ
る
。
ど
ち
ら
が
穏
当
か
を
以
下
で
考
え
る
。 

ま
ず
、
書
目0002

・0003

に
収
載
さ
れ
た
書
籍
の
掲
載
位
置
に
注

目
し
た
い
。
書
目0004

の
「
目
録
」「
亀
卜
書
目
録
」
の
ど
ち
ら
の

項
目
で
も
、
書
目0002

・0003

収
載
書
籍
は
項
目
の
前
の
方
に
排
列

さ
れ
て
は
い
な
い
。
書
目

0003

へ
の
収
載
状
況
を
み
る
と
あ
る
程

度
は
ま
と
ま
っ
て
い
る
が
、
項
目
の
前
か
ら
三
分
の
一
ほ
ど
の
と
こ

ろ
で
固
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
入
手
順
に
書
い
た
と
す
る

の
は
難
し
い
。 

勿
論
、
書
目0002

・000
3

に
収
載
す
る
「
書
目
」
の
条
件
に
合
致

し
な
か
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、「
目
録
」
の
前
半
に

収
載
さ
れ
て
い
る
書
籍
は
ほ
ぼ
板
本
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
想
定

は
成
立
し
な
い
と
い
え
る
。 

そ
れ
と
い
う
の
も
、
先
に
紹
介
し
た
両
者
の
奥
書
に
は
「
其
外
抜

書
物
数
多
御
座
候
得
共
、
是
ハ
書
載
不
申
候
（
そ
の
他
抜
書
が
多
く

あ
る
が
、そ
れ
は
載
せ
な
か
っ
た
）」と
あ
る
。こ
れ
を
踏
ま
え
る
と
、

「
書
目
」か
ら
除
外
さ
れ
る
の
は
抜
書
、次
い
で
抜
書
に
近
い
写
本
、

板
本
購
入
後
の
写
本
で
あ
ろ
う
。
板
本
や
、
写
本
で
し
か
流
通
し
て

い
な
い
書
籍
（
表
中
「
板
」
欄
に
ア
ミ
ガ
ケ
で
表
示
）
に
つ
い
て
は
、

収
載
優
先
順
位
は
高
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
書
目

0002

・

0003

に
載
せ
な
い
と
は
考
え
に
く
い
の
で
あ
る
。 

ま
た
、
文
末
に
載
せ
た
書
目0004

の
画
像
を
み
る
と
、
書
式
は
ほ

ぼ
揃
っ
て
い
る
が
、
く
ず
し
方
や
墨
の
濃
さ
等
が
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
異

な
っ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
目
録
三
丁
目
裏
「
託
宣
抄
」
ま
で
、

四
丁
目
表
「
白
亀
出
現
記
」
ま
で
、
同
裏
「
石
定
御
書
附
」
ま
で
、

等
で
雰
囲
気
が
変
わ
り
、「
亀
卜
書
目
録
」
は
そ
れ
全
体
だ
け
別
の
書

き
ぶ
り
と
な
っ
て
い
る
。 

「
目
録
」
は
、「
託
宣
抄
」
を
過
ぎ
る
と
、
書
目0003

収
載
書
籍

が
見
ら
れ
な
く
な
る
。
こ
こ
で
く
ず
し
の
雰
囲
気
が
変
わ
っ
て
い
る

こ
と
は
、
こ
こ
ま
で
は
ま
と
め
て
作
成
し
た
こ
と
を
示
す
の
で
は
な

か
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、
書
目0003

作
成
後
の
あ
る
段
階
で
書
目0004

が
作
成
さ
れ
、
随
時
書
き
足
さ
れ
て
い
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

ま
た
、「
目
録
」
五
丁
目
表
の
中
ほ
ど
か
ら
裏
に
か
け
て
は
全
て
空

7 

 

白
と
な
っ
て
い
る
。
当
該
期
の
多
賀
社
の
目
録
に
お
い
て
、
全
体
を

ま
と
め
て
書
い
た
も
の
は
、
項
目
と
項
目
の
間
が
基
本
的
に
詰
ま
っ

て
い
る
の
で

（

13
）

、「
目
録
」
と
「
亀
卜
書
目
録
」
の
項
目
を
立
て
た

白
紙
の
冊
子
を
作
成
し
た
か
、
別
個
に
作
成
し
た
も
の
を
後
に
合
綴

す
る
か
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
但
し
、
紙
質
や
書
式
は
ほ
ぼ
同
じ
な
の

で
、
前
者
の
可
能
性
が
高
い
と
現
時
点
で
は
考
え
て
い
る
。 

以
上
か
ら
、「
多
賀
大
神
宮
御
文
庫
書
目
」
三
種
（
書
目

0002

・

0003

・0004

）
の
成
立
時
期
は
、
次
の
よ
う
に
整
理
で
き
る
。 

① 

文
政
八
年
以
後
の
早
い
時
期
に
書
目0002

が
完
成 

② 

①
の
数
年
後
に
書
目0003
が
完
成 

③ 

②
の
数
年
後
に
書
目0004

の
冊
子
を
作
成
、「
目
録
」
部

「
託
宣
抄
」
ま
で
記
入
（「
亀
卜
書
目
録
」
記
入
時
期
未
詳
、

あ
る
い
は
同
時
ヵ
） 

④ 

書
目0004

に
随
時
記
入 

 

二 

「
多
賀
大
神
宮
御
文
庫
書
目
」
三
種
の
性
格 

 

続
い
て
、
書
目0002

・0003

・0004

の
性
格
や
、
写
本
と
の
関
係

に
つ
い
て
考
え
た
い
。 

書
目

0002

・0003

収
載
書
籍
が
天
保
校
割
帳
に
記
載
さ
れ
て
い

る
こ
と
、
安
政
年
間
に
も
貸
し
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
以

前
言
及
し
た

（

14
）

。一
方
、両
者
は
成
立
年
代
に
差
が
あ
り
、書
目0002

の
情
報
は
新
し
さ
に
欠
け
る
こ
と
も
前
節
で
確
認
し
た
。
こ
れ
ら
の

目
録
は
い
つ
ま
で
有
効
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題
を
考
え

る
上
で
参
考
に
な
る
と
思
わ
れ
る
の
が
、
本
稿
で
便
宜
的
に
「
世
良

本
」
と
称
し
て
い
る
、
世
良
利
貞
に
よ
る
同
目
録
の
写
本
（
一
般
郷

土
史
料247

）
で
あ
る
。 

世
良
利
貞
（
孫
槌
、
一
八
一
六
‐
一
八
七
八
）
は
、
膳
部
方
の
家

に
生
ま
れ
、
国
学
者
と
し
て
も
知
ら
れ
た
人
物
で
、
維
新
後
は
教
部

省
を
経
て
長
門
一
宮
住
吉
神
社
の
宮
司
と
な
っ
た

（

15
）

。
少
な
く
と
も

天
保
十
二
年
か
ら
明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
ま
で
は
日
記
を
記
し
て

お
り
、
殆
ど
が
昭
和
の
抄
出
本
で
あ
る
が
残
っ
て
い
る

（

16
）

。 

世
良
本
は
識
語
に
「
右
多
賀
社
蔵
書
目
録
高
橋
城
之
助
ゟ
借
用
書

写
訖 

世
良
利
貞
」
と
あ
り
、
世
良
が
高
橋
城
之
助
＝
有
武
か
ら
借

用
、
書
写
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
現
時
点
で
世
良
の
日
記
中
に
関
連

し
た
記
事
は
見
つ
け
ら
れ
て
い
な
い
が
、
彼
の
活
動
が
確
認
さ
れ
る

天
保
末
年
か
ら
有
武
没
年
（
一
八
六
〇
＝
万
延
元
年
）
ま
で
の
ど
こ

か
の
時
点
で
書
写
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

収
載
書
籍
を
み
る
と
、
書
目

0002

と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
る
。【
表
１
】1

‐35

「
彦
山
権
現
霊
験
記
」
の
よ
う
に
排
列
順

文
政
期
に
お
け
る
多
賀
社
文
庫
の
拡
充
と
管
理
　（
重
田
）

九
一
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が
異
な
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
こ
れ
は
誤
写
（
見
落
と
し
た
も
の
を

気
付
い
た
時
点
で
書
写
）
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う

（

17
）

。 

こ
こ
で
押
さ
え
て
お
き
た
い
の
は
、
文
政
八
年
以
降
の
早
い
段
階

で
成
立
し
た
（
情
報
が
古
い
）
目
録
が
、
天
保
の
校
割
帳
改
の
後
も
、

追
補
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
ま
ま
貸
出
対
象
と
な
っ
て
い
た
こ
と
で
あ

る
。
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
の
「
多
賀
社
文
庫
本
貸
出
控
並
借
用

証
書
」（0917

）
に
あ
る
「
山
口
多
賀
大
神
宮
御
文
庫
書
目
」
も
、
書

目0002

・0003

の
ど
ち
ら
か
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。 

そ
の
一
方
で
天
保
校
割
帳
に
収
載
さ
れ
た
書
籍
も
貸
し
出
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら

（

18
）

、
書
目0002

・0003
は
更
新
せ
ず
に
そ
の
ま
ま

使
い
、
そ
の
後
追
加
分
は
別
の
も
の
で
把
握
・
情
報
提
供
し
た
の
で

は
な
い
か

（

19
）

。
目
録
の
あ
り
方
、
寿
命
を
考
え
る
上
で
興
味
深
い
。 

こ
れ
に
対
し
、
書
目0004

は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
第
一
節
で
み
た

よ
う
に
、こ
ち
ら
は
随
時
追
記
さ
れ
て
い
っ
た
も
の
で
あ
る
。ま
た
、

文
末
の
写
真
で
わ
か
る
よ
う
に
、
合
点
や
朱
点
が
付
さ
れ
て
い
る
。

【
表
１
】書
名
欄
に
お
い
て
、合
点
が
付
さ
れ
た
も
の
は
ア
ミ
ガ
ケ
、

朱
点
が
付
さ
れ
た
も
の
は
書
名
の
後
に
「*

」
を
付
し
て
示
し
た
が
、

両
者
は
重
な
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
完
全
に
一
致
は
し
て
い
な
い
。 

書
目0002

・0003

や
天
保
校
割
帳
収
載
書
籍
と
も
、
一
部
重
な
る

こ
と
は
あ
っ
て
も
や
は
り
完
全
に
一
致
す
る
訳
で
は
な
い
。
目
録
へ

の
載
不
と
は
別
の
、
何
ら
か
の
照
合
作
業
（
同
じ
性
格
と
は
限
ら
な

い
）
が
少
な
く
と
も
二
度
行
わ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
の
み
で
あ
る
。 

以
上
、「
山
口
多
賀
大
神
宮
御
文
庫
書
目
」
と
題
さ
れ
た
目
録
三
種

だ
が
、
書
目0002

・0003

と
書
目0004

と
で
は
、
性
格
が
大
き
く

異
な
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
作
成
当
初
の
意
図
は
ど
う
で
あ
れ
、
前

者
が
固
定
さ
れ
た
目
録
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
後
者
は
前
者
の
初
版

を
基
準
（
記
載
の
起
点
）
と
し
た
作
業
用
目
録
で
あ
り
、
基
本
的
に

は
多
賀
社
の
外
に
は
出
さ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
同

じ
題
と
な
っ
た
の
は
初
版
「
山
口
多
賀
大
神
宮
御
文
庫
書
目
」
に
始

ま
る
一
連
の
蔵
書
管
理
の
中
に
位
置
づ
け
る
た
め
で
、
お
そ
ら
く
作

成
者
で
あ
ろ
う
高
橋
有
文
が
、
書
籍
の
整
理
―
公
開
の
た
め
の
シ
ス

テ
ム
と
し
て
設
定
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

三 

天
保
校
割
帳
と
の
関
係
と
項
目
別
収
載
率 

 

更
に
、
書
目0004

と
天
保
校
割
帳
の
関
係
を
み
て
い
き
た
い
。 

書
目

0004

掲
載
書
籍
九
七
件
の
内
、
約
七
割
を
収
載
し
て
い
る

天
保
校
割
帳
だ
が
、
天
保
校
割
帳
自
体
が
三
八
五
件
の
書
籍
を
載
せ

て
お
り
、
書
目

0004

掲
載
分
は
天
保
校
割
帳
の
三
割
に
も
満
た
な

い
。
こ
の
こ
と
は
、
書
目0004

が
純
然
た
る
文
政
八
年
正
月
以
降
入

9 

 

手
書
籍
の
目
録
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
示
す
。 

天
保
校
割
帳
は
文
化
の
校
割
帳
改
以
降
の
増
加
分
を
載
せ
た
も
の

で
あ
っ
た

（

20
）

。
ゆ
え
に
、
天
保
校
割
帳
収
載
書
籍
は
、「
山
口
多
賀

大
神
宮
御
文
庫
書
目
」
と
文
化
校
割
帳
収
載
書
籍
の
差
と
、「
山
口
多

賀
大
神
宮
御
文
庫
書
目
」
初
版
以
後
入
手
書
籍
の
和
と
な
る
は
ず
で

あ
る
。 

収
載
基
準
（
＝
「
書
籍
」
の
基
準
）
の
差
は
ひ
と
ま
ず
置
い
て
、

単
純
に
、
最
も
情
報
が
古
い
「
山
口
多
賀
大
神
宮
御
文
庫
書
目
」
で

あ
る
書
目

0002

と
文
化
校
割
帳
掲
載
書
籍
数
の
差
は
二
七
七
件
で

あ
る

（

21
）

。
書
目0004

収
載
書
籍
の
う
ち
、
天
保
校
割
帳
収
載
書
籍

数
は
六
七
件
な
の
で
、
足
し
て
も
三
五
四
件
と
な
り
、
誤
差
と
い
え

る
ほ
ど
小
さ
く
は
な
い
差
が
出
る
の
で
あ
る
。 

こ
の
よ
う
な
点
か
ら
、
書
目

0004

は
文
政
八
年
以
降
特
定
の
条

件
で
入
手
し
た
書
籍
の
目
録
と
考
え
た
方
が
適
切
な
の
で
は
な
い
か

と
い
う
見
通
し
が
立
て
ら
れ
る
。
以
下
、
こ
の
点
を
検
討
す
る
。 

ま
ず
考
え
た
い
の
が
、
書
目0004

に
収
め
ら
れ
て
い
る
本
の
ジ
ャ

ン
ル
、
分
類
項
目
の
分
布
で
あ
る
。
天
保
校
割
帳
は
箱
ご
と
に
記
さ

れ
、
箱
の
中
は
内
容
ご
と
に
緩
く
ま
と
ま
っ
て
い
る
が
、
特
に
項
目

名
は
付
け
ら
れ
て
い
な
い（
付
け
ら
れ
る
ほ
ど
の
ま
と
ま
り
は
な
い
）

の
で
、
先
に
書
目0002

・0003

の
分
類
項
目
へ
の
分
布
を
確
認
し
、

書
目

0004

収
載
書
籍

の
傾
向
を
掴
み
た
い
。

書
目

0004
収
載
書
籍

の
、
書
目0003

・0002

分
類
項
目
ご
と
の
収
載

書
籍
数
を
示
し
た
の
が

上
の
【
表
２
】
で
あ
る
。

項
目
2
の
「
神
書
類
（
含
神
社
部
）
」
に
集
中
し
、
次
に
多
い
の
が

「
氏
族
類
幷
花
押
類
（
各
家
の
歴
史
等
に
係
る
書
籍
）」・「
有
職
類
」・

「
歌
書
類
」・「
随
筆
類
」
と
な
っ
て
お
り
、
社
家
の
勤
め
に
関
係
が

深
い
分
野
が
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。 

再
度
【
表
１
】
で
書
目0002

・0003

収
載
書
籍
の
項
目
の
分
布
を

み
る
と
、「
目
録
」
部
分
は
様
々
な
項
目
へ
収
載
さ
れ
、
排
列
に
規
則

性
が
な
い
の
に
対
し
、「
亀
卜
書
目
録
」
部
分
は
全
て
項
目
2
の
「
神

書
類
」
に
収
載
さ
れ
、
同
項
目
に
収
載
さ
れ
た
書
目0004

収
載
書
籍

全
九
件
中
五
件
が
「
亀
卜
書
目
録
」
収
載
書
籍
で
あ
る
。 

「
目
録
」
内
の
排
列
が
本
の
分
野
と
紐
づ
け
ら
れ
て
い
な
い
こ
と

に
つ
い
て
は
、
第
一
節
で
明
ら
か
に
し
た
、
書
目0004

の
形
成
過
程

と
も
大
き
く
矛
盾
し
な
い
も
の
と
考
え
る
。「
亀
卜
書
目
録
」
が
群
と

し
て
ま
と
ま
っ
て
収
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
も
、
同
節
で
得

項目 件数

 1.国史類 0

 2.神書類/神社部 9

 3.有職類幷雑 3

 4.氏族類幷花押類幷雑 4

 5.字書類 1

 6.紀行類 0

 7.歌書類幷雑 3

 8.連歌部 2

 9.天文部 0

10.地理類幷雑 1

11.随筆幷雑書 3

12.軍書類/軍術部 2

【表２】「山口多賀大神宮御文

庫書目文政八年正月分より」書

籍中「山口多賀大神宮御文庫書

目」項目別収載書籍数

文
政
期
に
お
け
る
多
賀
社
文
庫
の
拡
充
と
管
理
　（
重
田
）

九
二



8 

 

が
異
な
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
こ
れ
は
誤
写
（
見
落
と
し
た
も
の
を

気
付
い
た
時
点
で
書
写
）
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う

（

17
）

。 

こ
こ
で
押
さ
え
て
お
き
た
い
の
は
、
文
政
八
年
以
降
の
早
い
段
階

で
成
立
し
た
（
情
報
が
古
い
）
目
録
が
、
天
保
の
校
割
帳
改
の
後
も
、

追
補
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
ま
ま
貸
出
対
象
と
な
っ
て
い
た
こ
と
で
あ

る
。
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
の
「
多
賀
社
文
庫
本
貸
出
控
並
借
用

証
書
」（0917

）
に
あ
る
「
山
口
多
賀
大
神
宮
御
文
庫
書
目
」
も
、
書

目0002

・0003

の
ど
ち
ら
か
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。 

そ
の
一
方
で
天
保
校
割
帳
に
収
載
さ
れ
た
書
籍
も
貸
し
出
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら

（

18
）

、
書
目0002

・0003

は
更
新
せ
ず
に
そ
の
ま
ま

使
い
、
そ
の
後
追
加
分
は
別
の
も
の
で
把
握
・
情
報
提
供
し
た
の
で

は
な
い
か

（

19
）

。
目
録
の
あ
り
方
、
寿
命
を
考
え
る
上
で
興
味
深
い
。 

こ
れ
に
対
し
、
書
目0004

は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
第
一
節
で
み
た

よ
う
に
、こ
ち
ら
は
随
時
追
記
さ
れ
て
い
っ
た
も
の
で
あ
る
。ま
た
、

文
末
の
写
真
で
わ
か
る
よ
う
に
、
合
点
や
朱
点
が
付
さ
れ
て
い
る
。

【
表
１
】書
名
欄
に
お
い
て
、合
点
が
付
さ
れ
た
も
の
は
ア
ミ
ガ
ケ
、

朱
点
が
付
さ
れ
た
も
の
は
書
名
の
後
に
「*

」
を
付
し
て
示
し
た
が
、

両
者
は
重
な
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
完
全
に
一
致
は
し
て
い
な
い
。 

書
目0002

・0003

や
天
保
校
割
帳
収
載
書
籍
と
も
、
一
部
重
な
る

こ
と
は
あ
っ
て
も
や
は
り
完
全
に
一
致
す
る
訳
で
は
な
い
。
目
録
へ

の
載
不
と
は
別
の
、
何
ら
か
の
照
合
作
業
（
同
じ
性
格
と
は
限
ら
な

い
）
が
少
な
く
と
も
二
度
行
わ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
の
み
で
あ
る
。 

以
上
、「
山
口
多
賀
大
神
宮
御
文
庫
書
目
」
と
題
さ
れ
た
目
録
三
種

だ
が
、
書
目0002

・0003

と
書
目0004

と
で
は
、
性
格
が
大
き
く

異
な
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
作
成
当
初
の
意
図
は
ど
う
で
あ
れ
、
前

者
が
固
定
さ
れ
た
目
録
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
後
者
は
前
者
の
初
版

を
基
準
（
記
載
の
起
点
）
と
し
た
作
業
用
目
録
で
あ
り
、
基
本
的
に

は
多
賀
社
の
外
に
は
出
さ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
同

じ
題
と
な
っ
た
の
は
初
版
「
山
口
多
賀
大
神
宮
御
文
庫
書
目
」
に
始

ま
る
一
連
の
蔵
書
管
理
の
中
に
位
置
づ
け
る
た
め
で
、
お
そ
ら
く
作

成
者
で
あ
ろ
う
高
橋
有
文
が
、
書
籍
の
整
理
―
公
開
の
た
め
の
シ
ス

テ
ム
と
し
て
設
定
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

三 

天
保
校
割
帳
と
の
関
係
と
項
目
別
収
載
率 

 

更
に
、
書
目0004

と
天
保
校
割
帳
の
関
係
を
み
て
い
き
た
い
。 

書
目

0004

掲
載
書
籍
九
七
件
の
内
、
約
七
割
を
収
載
し
て
い
る

天
保
校
割
帳
だ
が
、
天
保
校
割
帳
自
体
が
三
八
五
件
の
書
籍
を
載
せ

て
お
り
、
書
目

0004

掲
載
分
は
天
保
校
割
帳
の
三
割
に
も
満
た
な

い
。
こ
の
こ
と
は
、
書
目0004

が
純
然
た
る
文
政
八
年
正
月
以
降
入

9 

 

手
書
籍
の
目
録
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
示
す
。 

天
保
校
割
帳
は
文
化
の
校
割
帳
改
以
降
の
増
加
分
を
載
せ
た
も
の

で
あ
っ
た

（

20
）

。
ゆ
え
に
、
天
保
校
割
帳
収
載
書
籍
は
、「
山
口
多
賀

大
神
宮
御
文
庫
書
目
」
と
文
化
校
割
帳
収
載
書
籍
の
差
と
、「
山
口
多

賀
大
神
宮
御
文
庫
書
目
」
初
版
以
後
入
手
書
籍
の
和
と
な
る
は
ず
で

あ
る
。 

収
載
基
準
（
＝
「
書
籍
」
の
基
準
）
の
差
は
ひ
と
ま
ず
置
い
て
、

単
純
に
、
最
も
情
報
が
古
い
「
山
口
多
賀
大
神
宮
御
文
庫
書
目
」
で

あ
る
書
目

0002

と
文
化
校
割
帳
掲
載
書
籍
数
の
差
は
二
七
七
件
で

あ
る

（

21
）

。
書
目0004

収
載
書
籍
の
う
ち
、
天
保
校
割
帳
収
載
書
籍

数
は
六
七
件
な
の
で
、
足
し
て
も
三
五
四
件
と
な
り
、
誤
差
と
い
え

る
ほ
ど
小
さ
く
は
な
い
差
が
出
る
の
で
あ
る
。 

こ
の
よ
う
な
点
か
ら
、
書
目

0004

は
文
政
八
年
以
降
特
定
の
条

件
で
入
手
し
た
書
籍
の
目
録
と
考
え
た
方
が
適
切
な
の
で
は
な
い
か

と
い
う
見
通
し
が
立
て
ら
れ
る
。
以
下
、
こ
の
点
を
検
討
す
る
。 

ま
ず
考
え
た
い
の
が
、
書
目0004

に
収
め
ら
れ
て
い
る
本
の
ジ
ャ

ン
ル
、
分
類
項
目
の
分
布
で
あ
る
。
天
保
校
割
帳
は
箱
ご
と
に
記
さ

れ
、
箱
の
中
は
内
容
ご
と
に
緩
く
ま
と
ま
っ
て
い
る
が
、
特
に
項
目

名
は
付
け
ら
れ
て
い
な
い（
付
け
ら
れ
る
ほ
ど
の
ま
と
ま
り
は
な
い
）

の
で
、
先
に
書
目0002

・0003

の
分
類
項
目
へ
の
分
布
を
確
認
し
、

書
目

0004

収
載
書
籍

の
傾
向
を
掴
み
た
い
。

書
目

0004

収
載
書
籍

の
、
書
目0003

・0002

分
類
項
目
ご
と
の
収
載

書
籍
数
を
示
し
た
の
が

上
の
【
表
２
】
で
あ
る
。

項
目
2
の
「
神
書
類
（
含
神
社
部
）
」
に
集
中
し
、
次
に
多
い
の
が

「
氏
族
類
幷
花
押
類
（
各
家
の
歴
史
等
に
係
る
書
籍
）」・「
有
職
類
」・

「
歌
書
類
」・「
随
筆
類
」
と
な
っ
て
お
り
、
社
家
の
勤
め
に
関
係
が

深
い
分
野
が
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。 

再
度
【
表
１
】
で
書
目0002

・0003

収
載
書
籍
の
項
目
の
分
布
を

み
る
と
、「
目
録
」
部
分
は
様
々
な
項
目
へ
収
載
さ
れ
、
排
列
に
規
則

性
が
な
い
の
に
対
し
、「
亀
卜
書
目
録
」
部
分
は
全
て
項
目
2
の
「
神

書
類
」
に
収
載
さ
れ
、
同
項
目
に
収
載
さ
れ
た
書
目0004

収
載
書
籍

全
九
件
中
五
件
が
「
亀
卜
書
目
録
」
収
載
書
籍
で
あ
る
。 

「
目
録
」
内
の
排
列
が
本
の
分
野
と
紐
づ
け
ら
れ
て
い
な
い
こ
と

に
つ
い
て
は
、
第
一
節
で
明
ら
か
に
し
た
、
書
目0004

の
形
成
過
程

と
も
大
き
く
矛
盾
し
な
い
も
の
と
考
え
る
。「
亀
卜
書
目
録
」
が
群
と

し
て
ま
と
ま
っ
て
収
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
も
、
同
節
で
得

項目 件数

 1.国史類 0

 2.神書類/神社部 9

 3.有職類幷雑 3

 4.氏族類幷花押類幷雑 4

 5.字書類 1

 6.紀行類 0

 7.歌書類幷雑 3

 8.連歌部 2

 9.天文部 0

10.地理類幷雑 1

11.随筆幷雑書 3

12.軍書類/軍術部 2

【表２】「山口多賀大神宮御文

庫書目文政八年正月分より」書

籍中「山口多賀大神宮御文庫書

目」項目別収載書籍数

文
政
期
に
お
け
る
多
賀
社
文
庫
の
拡
充
と
管
理
　（
重
田
）

九
三



文
政
期
に
お
け
る
多
賀
社
文
庫
の
拡
充
と
管
理
　（
重
田
）

九
四



文
政
期
に
お
け
る
多
賀
社
文
庫
の
拡
充
と
管
理
　（
重
田
）

九
五
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い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
現
存
す
る
多
賀
社
の
校
割
帳
に
そ
れ
と
わ
か

る
注
記
等
は
な
い
。
し
か
し
、
校
割
帳
改
が
藩
か
ら
の
拝
領
物
等
を

把
握
す
る
意
味
も
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と

（

26
）

、
説
明

す
る
用
意
は
必
要
だ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。 

以
上
の
こ
と
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
、
書
目

0004

収
載
書
目
の
天

保
校
割
帳
上
で
の
分
布
を
再
度
眺
め
る
と
、
箱
2
前
半
に
「
亀
卜
書

目
録
」
収
載
書
籍
が
ま
と
ま
っ
て
い
る
こ
と
や
、
箱
3
に
様
々
な
分

野
の
書
籍
と
と
も
に
「
目
録
」
収
載
書
籍
の
大
半
が
収
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
が
意
味
を
持
っ
て
み
え
て
く
る

（

27
）

。 

こ
れ
ら
天
保
校
割
帳
の
前
方
に
ま
と
め
て
排
列
さ
れ
た
書
籍
は
、

入
手
の
経
緯
等
に
共
通
点
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
が
今
回
検

討
し
た
歩
引
米
代
で
の
購
入
〈
調
達
〉
だ
と
す
る
な
ら
ば
、
特
に
、

書
目000

4

の
「
亀
卜
書
目
録
」
収
載
書
籍
分
に
つ
い
て
は
、「
御
沙

汰
物
写
」
の
「
神
学
稽
古
」
と
い
う
理
由
と
も
合
致
す
る

（

28
）

。「
目

録
」
収
載
分
に
つ
い
て
も
、
雑
多
で
は
あ
る
が
家
職
と
の
関
わ
り
が

深
い
も
の
が
多
い
。
書
目

0004

収
載
書
籍
数
が
文
政
八
年
以
降
入

手
し
た
書
籍
数
に
届
か
な
い
こ
と
も
説
明
で
き
よ
う
。 

推
論
に
推
論
を
重
ね
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、

書
目000

4

は
「
御
沙
汰
物
写
」
と
同
時
期
の
作
成
と
み
る
の
が
自
然

で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
こ
の
時
に
文
化
の
校
割
帳
改
以
降
歩
引
米
代
で

購
入
し
た
書
籍
を
整
理
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
第
一
節
で
疑
問
が
残
っ

た
書
目0002

の
中
に
書
目0004

収
載
書
目
が
入
っ
て
い
る
こ
と
と
、

書
目000

2

が
「
山
口
多
賀
大
神
宮
御
文
庫
書
目
」
の
初
版
で
あ
る
こ

と
が
矛
盾
な
く
説
明
で
き
る
。
文
政
六
年
に
歩
引
米
代
で
購
入
し
た

書
籍
も
管
理
上
の
都
合
で
書
目0004

に
収
め
た
た
め
に
、書
目0002

に
書
目

0004

収
載
書
籍
が
入
り
込
む
形
に
な
っ
た
と
考
え
る
と
無

理
が
な
い
よ
う
に
思
う
。 

 

お
わ
り
に 

 

以
上
、「
山
口
多
賀
大
神
宮
御
文
庫
書
目
」
三
種
お
よ
び
天
保
校
割

帳
と
の
比
較
か
ら
、
文
政
期
の
多
賀
社
文
庫
の
書
籍
調
達
お
よ
び
管

理
方
法
に
つ
い
て
考
え
て
き
た
。 

校
割
帳
と
は
異
な
り
、
実
用
の
目
録
と
し
て
作
成
・
使
用
さ
れ
た

「
山
口
多
賀
大
神
宮
御
文
庫
書
目
」
は
、
初
版
も
し
く
は
早
期
更
新

版
で
あ
る
書
目0002

、
更
新
版
で
あ
る
書
目0003

の
い
ず
れ
も
が

な
が
く
使
用
さ
れ
た
こ
と
、
書
目

0004

が
文
政
八
年
以
降
増
加
書

籍
分
の
全
て
を
記
し
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
、
ま
た
、
書
籍
調
達
方

法
に
つ
い
て
は
、
祈
祷
勤
仕
を
理
由
と
し
た
歩
引
米
代
に
よ
る
書
籍

購
入
が
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
蔵
書
の
拡
充
に
寄
与
し
た
こ
と

文
政
期
に
お
け
る
多
賀
社
文
庫
の
拡
充
と
管
理
　（
重
田
）

九
六
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い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
現
存
す
る
多
賀
社
の
校
割
帳
に
そ
れ
と
わ
か

る
注
記
等
は
な
い
。
し
か
し
、
校
割
帳
改
が
藩
か
ら
の
拝
領
物
等
を

把
握
す
る
意
味
も
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と

（

26
）

、
説
明

す
る
用
意
は
必
要
だ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。 

以
上
の
こ
と
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
、
書
目

0004

収
載
書
目
の
天

保
校
割
帳
上
で
の
分
布
を
再
度
眺
め
る
と
、
箱
2
前
半
に
「
亀
卜
書

目
録
」
収
載
書
籍
が
ま
と
ま
っ
て
い
る
こ
と
や
、
箱
3
に
様
々
な
分

野
の
書
籍
と
と
も
に
「
目
録
」
収
載
書
籍
の
大
半
が
収
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
が
意
味
を
持
っ
て
み
え
て
く
る

（

27
）

。 

こ
れ
ら
天
保
校
割
帳
の
前
方
に
ま
と
め
て
排
列
さ
れ
た
書
籍
は
、

入
手
の
経
緯
等
に
共
通
点
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
が
今
回
検

討
し
た
歩
引
米
代
で
の
購
入
〈
調
達
〉
だ
と
す
る
な
ら
ば
、
特
に
、

書
目000

4

の
「
亀
卜
書
目
録
」
収
載
書
籍
分
に
つ
い
て
は
、「
御
沙

汰
物
写
」
の
「
神
学
稽
古
」
と
い
う
理
由
と
も
合
致
す
る

（

28
）

。「
目

録
」
収
載
分
に
つ
い
て
も
、
雑
多
で
は
あ
る
が
家
職
と
の
関
わ
り
が

深
い
も
の
が
多
い
。
書
目

0004

収
載
書
籍
数
が
文
政
八
年
以
降
入

手
し
た
書
籍
数
に
届
か
な
い
こ
と
も
説
明
で
き
よ
う
。 

推
論
に
推
論
を
重
ね
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、

書
目000

4

は
「
御
沙
汰
物
写
」
と
同
時
期
の
作
成
と
み
る
の
が
自
然

で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
こ
の
時
に
文
化
の
校
割
帳
改
以
降
歩
引
米
代
で

購
入
し
た
書
籍
を
整
理
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
第
一
節
で
疑
問
が
残
っ

た
書
目0002

の
中
に
書
目0004

収
載
書
目
が
入
っ
て
い
る
こ
と
と
、

書
目000

2

が
「
山
口
多
賀
大
神
宮
御
文
庫
書
目
」
の
初
版
で
あ
る
こ

と
が
矛
盾
な
く
説
明
で
き
る
。
文
政
六
年
に
歩
引
米
代
で
購
入
し
た

書
籍
も
管
理
上
の
都
合
で
書
目0004

に
収
め
た
た
め
に
、書
目0002

に
書
目

0004

収
載
書
籍
が
入
り
込
む
形
に
な
っ
た
と
考
え
る
と
無

理
が
な
い
よ
う
に
思
う
。 

 

お
わ
り
に 

 

以
上
、「
山
口
多
賀
大
神
宮
御
文
庫
書
目
」
三
種
お
よ
び
天
保
校
割

帳
と
の
比
較
か
ら
、
文
政
期
の
多
賀
社
文
庫
の
書
籍
調
達
お
よ
び
管

理
方
法
に
つ
い
て
考
え
て
き
た
。 

校
割
帳
と
は
異
な
り
、
実
用
の
目
録
と
し
て
作
成
・
使
用
さ
れ
た

「
山
口
多
賀
大
神
宮
御
文
庫
書
目
」
は
、
初
版
も
し
く
は
早
期
更
新

版
で
あ
る
書
目0002

、
更
新
版
で
あ
る
書
目0003

の
い
ず
れ
も
が

な
が
く
使
用
さ
れ
た
こ
と
、
書
目

0004

が
文
政
八
年
以
降
増
加
書

籍
分
の
全
て
を
記
し
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
、
ま
た
、
書
籍
調
達
方

法
に
つ
い
て
は
、
祈
祷
勤
仕
を
理
由
と
し
た
歩
引
米
代
に
よ
る
書
籍

購
入
が
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
蔵
書
の
拡
充
に
寄
与
し
た
こ
と
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